
アステラ  報告者名   ス製薬  一般名  ／〈ミテプラーゼ（遺伝子租換 え）  

原材料名  ウシ血液  
原産国   

オーストラ  

リア、  

．＿＿ユ■■■‾  

ジーランド  

感染症【pTき  炭痕  

出典  概要   

ケニアで炭痘感射こより2名が死亡した。うち1例は炭痕感染したウシを  
食べたためと考えられた。Itara村では同様のウシを食べた500人以上  
のうち、29名が抗癌賜性であった。ケニアでは寄畜、野生動物に炭痘  
感染が広がっている。  

含有区分   

製造工穏  ProMED20080105  
－0020  

細菌感染  
オランダで1993年から2003年の間に新生児3例（女児2例、男児1例）で  
リステリア・モノサイトゲネスによる侵無性感染が確認された。女児1例  
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。死亡例の  
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ  

る。この感染症は捕であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ  
れのある食料を食べないようにアドバイスすることは重要である。  

NedTむdschr  

Geneeskd2006；  
150：105－107  

炭痘  
トルコでウシの死体を感染源とする快癒感染により3例の患者が発生し  TropDoct2006；  

36：51－53  た。炭癒は髄膜、皮膚および喉頭に影響を及ぼし、髄膜炎を併発した患  
者1例は死亡した。死んだウシに接触したり、肉を食べた20人は全点、  
予防的にテトラサイクリンを服用し、健康である。  

炭瘍  
0IE DiseさSe  2006年4月10日、レソトで炭痕が発生した。5月17日までにウシ51頭、ヒ  

ツジ70頭、ウマ鋼溺が死亡した。死んだ動物の肉を食べた30人が感染  
し、うち5人が死亡した。  2006年5月11日、  

柑（20）2006年5月  
hfomation19（19）   18日  

アステラ ス製薬  バミテプラーゼ（遺伝子組換  

え）  

ウシ血清ア  
ルブミン  

ウシ血液  オーストラ  

リア、  

＿ユー  

ジーランド  

快癒  ProMED20080105  －0020  ケニアで炭痕感染により之名が死亡した。うち1例は競痕感儀したウシを  
食べたためと考えられた。Itarさ村では同様のウシを食べた500人以上  
のうち、29名が炭痕悌性であった。ケニアでは家畜、野生動物に炭痕  
感染が広がっている。   

製造工程  2006／08／18  
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†1   

出典   

NedT臼dsGhr  
Geneeskd2006；  
150：105－107  

概要   

■■－■■●■■■■■＿■■＿＿■■－－－■■－．－■■■■…－－●■■■－－－■■－－■■－▲■－■■－－■■－1－■■－■■■■■－■－▼■■■－■■－■l－■■●■●■■■  

オランダで1的3年から2003年の間に新生児3例（女児2例、男児1例）で  
リステリア・モノサイトゲネスによる侵袈性感染が確認された。女児1例  
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。死亡例の  
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ  
る。この感染症は稚であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ  
れのある食料を食べないようにアド／くイスすることは重要である。  

感彙痘拝明   

細菌感染  

炭痕  トルコでウシの死体を感染源とする炭癒感染により3例の患者が発生し  ■什opDoct2006；  

38：51－53  た。炭痕は髄膜、皮膚および喉矧こ影響を及ぼし、髄膜炎を併発した患  
者1例は死亡した。死んだウシに棒倒したり、内を食べた20人は全員、  
予防的にテトラサイクリンを服用し、健康である。  

快癒  
2006年4月10日、レソトで炭痕が発生した。5月17日までにウシ引頭、ヒ  
ツジ70頭、ウマ39頭が死亡した。死んだ動物の肉を食べた30人が感染  
し、うち5人が死亡した。  

0IE Disease  
Information19（19）  

2006年5月11日、  
19（20）2006年5月  
t8日  

ケニアで炭痕感染により2名が死亡した。うち1例は炭痘感染したウシを  
食べたためと考えられた。Itさra村では同様のウシを食べた500人以上  
のうち、29名が炭痕偶性であった。ケニアでは家畜、野生動物に炭癒  
感染が広がっている。  

アステラ  

ス製薬  
／くミテプラーゼ（遺伝子組換 え）  炭痕  

インスリン  
ウシ膵臓  オーストラ  

リア、カナ  
ダ、ニュー  
ジーラン  
ド、米国  

製造工程  
2006／08／18  

ProMED200¢0105 －0020  

オランダで1993年から2003年の聞に新生児3例（女児2例、男児1例）で  
リステリア・モノサイトゲネスによる侵襲性感染が確隠された。女児1例  
は後遺症もなく存命だが、他の2例は新生児期に死亡した。死亡例の  
うち1例は母親が低温殺菌されていない牛乳を飲んだことが原因であ  

る。この感染症は稚であるが重篤なため、妊婦に菌に汚染されたおそ  
れのある食料を食べないようにアド／くイスすることは重要である。  

細菌感染  NedT臼dsGhr  

Geneeskd2006：  
150：105－107  
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査轄果確認までの経過報告。アラ／くマ州の獣医によって搾取されたへ  
タリウシの検体はジョージア大学の研究所に送られたが、迅速スクリー  
ニング検査では緒論が出ず、NVSL（NationalVeterlnary＄en／ices  
Laboratoバes）に送られ免疫組織学的方法とウエスタンプロット法で検査  

された。今回はウエスタンプロット法による検査で牌性であることが判明  
し、BSE陽性と確定された。アメリカのBSE発生率は極めて低いことを強  
嗣している。   

テ訂そ瓶ラ；諒頗薩ぢジだ宙ヂ蒲哺街着お編集首藤蓑  米国Alabama  

ロ印a托mentくIf A画cutture＆ Indus廿ies2006年 5月2日  

した。アラバマ州当局及びAP川S（動地物衛生検査部）は80カ所の農場  
およぴ5カ所の競り市を調査し．搬性ウシの血縁を含む集団のDNA検  
査を実施したが．この調査でBSE陽性のウシの由来となる集団を明らか  
にできなかった。また、FDAは、1997年のfeodban以降に陽性ウシに飼  
料を供給していた可能性のある飼料工場lこ対して調査を実施したが、  
禁止部位を扱っていた全てのエ場は、feedb別1に従っていることが判明  
した。  

PmMED20080504 －0040  米国農務省はアラ／くマ州で発生したBSE陽性牛に関する疫学的飼養  

結果について声明を出した。感染牛は安楽死劇分され、検体採取後に  
焼却処分された。農務省動植物衛生検査部（AP川S）プロトコールに従っ  
て、家畜やヒトの食物連用からは除外された。当局の調査によれば、問  
題のウシは10鰻令以上でFDAによる1997年の飼料規制令施行附こ生  
まれていた。  

オーストラリアにおけるウシの大量死の原包は、稀なボツリヌス菌1利こ  
よる中毒であった。専門家は現在、稀なポッリヌス酎株が、Mu汀ay  
Brid騨近郊の酪農場で発生した疾病の原因であると考えている。  

ProMED20060525  －0040  

米国で見つかったBSE陽性ウシ2例は、ヨーロッパで見られる稀なBSE  
株由来のものであった。ロンドンの国際学会でフランスとイタリアの研究  
者は、検出されにくく、主に高齢の家書に影響を与える2種類の稚な  
8SE株を報告した。フランスの研究者は、2005年にToxaさで、また200¢  
年にAla由maで発見されたβSE喘性ウシは、フランス、スウェーデン、  
ポーランドで見られる少数のBSE異型株と同一であることを明らかにし  

た。   

ProMEローmai1  

2008060l．1525  
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概要   

2005年にTexa8で、また200¢年にAlabamaで発見されたBSE陽性ウシ  

出典   

Pr（】MED－mai1  

20060607．1588  
【り  

は、フランスで見られるBSE異型株と同一であることをフランスの研究者  
が明らかにしたことを受け、米国USDAはこれら2頭のBS∈はヨーロッパ  
の少数例に見られる輔な株であることを認めた。USDAはそれまで粋細  
を明らかにすることを拒否してきた。USDAは、このことにより米国でこれ  
まで実施されているサーベイランス、疾病対策、公衆衛生対策が変更さ  
れることはないと述べている。  

ヨーロッパおよび米国の科学者らは．BSEの新株である可能性がある  
ウシにおける新たなTSEの発生を追跡している。家畜におけるプリオン  20060607．1588  

ProMEローmai1  ［2］  病に関する国際会誌において．フランスおよぴイダノアの科学者らは5  
～15鏡の少数のウシにおいてどのようにこの疾患が検出されたかを述  

べた。この新株は潜伏期間や検査においてBSEと異なる特徴を示し、畠  
初、感染が疑われる死亡動物の調査中ではなく、生存動物を対象にし  
た積極的調査によって発見された。  

オーストラリア南部の乳牛農場で農場経営に打撃を与えるような希少  
株によるボツリヌス中寺症の大発生があった。農場主はマレーブリッジ  
のジャーボシス地区の農場で2006年5月以降に80頒の牛を失った。B  
型ポッリヌス中毒症が疑われたが、初期の検査では何も発見されな  
かった。新たな検査によってウシの糞からB型ポッリヌスキ素が見つ  
かった。この農場で起きた流行は通常よく見られるC型およぴD型では  
なく、B型ボツリヌス菌が原因であることが示唆された。   

ProMED－mai1  
20060829．1797  

麒麟麦酒  
エポエテンアルファ（遺伝子組 換え）  チャイニーズ  

ハムスター  
卵巣細胞  

チャイニー  
ズ／＼ムス  

ター卵巣細  
胞  

10数年前  
に樹立し  
たマスタセ  
ルバンク  
に使用し  
た動物の  
細胞株  

製造工程  2006／08／22  
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生物由来成   分名 トリプシン  報告者名  麒麟麦酒  
概要  

－－■●■†●■－－－■■■－－■■■■■■－－－■－－－－■■■■■－一一－→－－－■■■－■－－－→－－－－一－●←■－－●－－－■－■■■■－－●－■■一－・－■■  

科学者らは、4月10日、ブタからヒトに伝播する危険な感染症が異例の  一般名  エポエチンアルファ（遺伝子雑 換え）  

原産庭   

アメリカ合  
ン  

ナダ  

含有区分  製造工程  
ブタ膵臓由  
来トリプシ  

200¢／08／22  

致死的経過をとって、2005年中国で38名の死者を出したと報告した。中  
国の科学者らは、rブタ連鎖球菌（StreptoGO¢CUS＄uis）で2005年7月と8  
月に死亡した者のうち1名を除いて全点が、連鎖球菌トキシックショック  
症候群により死亡した。jと述べた。この重症の免疫反応は、これまで一  
度もブタ連鎖球菌感染では認められていなかった。他の専門寄は「トキ  
シックショック症候群と診断され、ブタとの接触があった患者は全てブタ  
連鎖球菌感染を調べた方良い。Jと述べた。北京の中国科学焼の  
G印rgeGao氏の率いる研究者らは、「主に四川省の204名が碍患した  
2005年の流行は唯一のものではなく、1998年の中国江蘇省での流行  
と、よく類似していた」と報告した。用98年の流行では感染した25名のう  
ち14名が死亡した。  

日本ケミ  
カルリ  
サーチ  

注射用ミリモスチム  
ミリモスチム  

ヒト尿  中国、台 湾  有効成分  ☆膜炎感染  中国Anhuj省で2003～2084年に発生した髄膜炎から単離された錮株の  

うち31株、ならびに2004～2005年の卸株のうち17株がセログループC  
の髄膜炎菌であった。中国全土の調査で、2004～2005年に単離された  
542株のうち58株がセログループCの髄膜炎菌であった。108のセログ  
ループC株を分析したところ、89株が同一のPFGE（pulsed一触Idgel  
electrophor8Sis）liターンを示し、AHlと名づけられた。MLST（mult卜  
locussequencetyping〉分析を待った28株のうち25株がシークエンス型  

4821くST－4821）で、今まで報告されたことがない新しい強毒系統のシー  
クエンス型であった。  

2006／08／23  LさnGet2006ニ387：  

4柑－423  

日本製薬  ①加熱人血焚たん白  
（診人血清アルブミン（5％）  

③人血清アルブミン（2肌）  

④人血浦アルブミン（25％）  

⑥乾燥ポリエチレングリコー  
ル処理人免疫グロブリン  
⑥トロンビン  
⑦乾燥濃縮人アンチトロンビ  
ンⅢ  
塵ム麒三股 

＿＿、＿叩＿＿  

人Cl－インアクチベーター  

へ′りン  
ブタ腸粘膜  ブラジル  製造工程  

（》－⑨、  
添加物⑨  

■  
束薗軍直垂高嘗蔚銅瓶詰澗  
ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血葬lまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。   

薫‾  ／くルポウィル ス  人Cl－イン  

アクチベー  
ター  

ヒト血液  
有効成分   

米国、ドイ  ツ、オース トリア  ZLBベー リング  

2006／08／23  EmerglnfectDis  
2006；12：15ト154  
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感染症拝唱  出典   

JMedViro12006；  
78：693－701  

概要   

ヒトにおけるVe扇virus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研餞所で1986年から1999年に供血青から集められた血清785  
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％（374例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原田と  
疑われる肝炎患者群で29招1例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．眺）が陽性であり、既知のVesivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVe扇virusに感染したヒトも、またV8Sivi川Sウイルス血症青もいることを  

憂k！1蝮∫＿＿……＿＿＿＿＿＿…＿＿＿……＿＿＿－＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿……＿＿  
人血清アルブミン  
人免疫グロブリンG  

破傷風抗毒素  
フィブリノゲン加東XI】l因子  

ペプシン処理人免疫グロブリ  
ンG  

乾燥濃縮人アンチトロンビン  
Ⅲ  

下垂体性性腺刺激ホルモン  
（hMG）  

ヘパリンナト  
リウム  

●プラ碩海嶺‾  

中国  製造工程  
ZLBベー リング  

持田製薬  
下垂体性性  
腺刺激ホル  
モン（hMG）   

ヒト（閉権期  

婦人）尿   

中国   
有効成分  細菌感染  

第75回日本感染  

50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、咳、  
かっ痍が続いていた77魔女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入院した。かっ痍検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
My¢Obacteriummage血enseと同定された。本症例は日本におけるヒト  
の本菌感染症の第一例日である。  

症学会西日本地  
方会総会 2005年  
11月17－18日  

細菌感染  Ba代On釧aalsati¢8は野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで  
74脆の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者  
は3週間の発熱で入院し、弛諏熱、喀血性の咳、心雑音、脾腰、下肢水  
腫などを呈し、大動脈舟と大動脈弁輸周囲の膿瘍を有した。患者はウ  
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈  
弁切片のPCRにより同定された。  

JClinMicrobio．  
2006：44：278－279  

IASR2006；27：  46－48  2004年12月に呼吸困難、意識障害で入院した9ケ月の男児の便からE  
型ボツリヌス毒素とE型ボツリヌス産生性CIostridiurnbutyricumが検出  

され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の縛果、  
患者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で  
初めてのC．butyricumによる乳児ポッリヌス症と考えられる。   
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甲  

♯要  

＿＿＿＿－－＿＿こ＿．こ■－－－－－■■＿－－．－■．－■■■●一■■■●…■・■■－－－■・■－－－－－・■■●－－－－－■■－■■■■■■■■■■■■－■■－t■  

2005年3月28日から2006年2月12日の間、フランス領レユニオンで1722  
例のチクンケンヤが報告された。数学朋モデルからの推計では2005年  
3月以降、11万人がチクンケンヤウイルスに感染した可能性がある。南  
西インド洋の他の四でも報告があった。テクンケンヤは死に至ることは  
希であるが、WHOは調査団を派遣する計画である。  

¢染癒（PTl   

ウイルス感染  WHO2006年2月  

17日  

http：／／www．who．in  

t／GSr／don／200¢J  

2＿17a／en／index．ht  

m】  

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を調査した。2002年相  
月－2003年8月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症  
患者318例から採取した■咽瑚スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基  
配列を決定した。318例中18例（5．7射でHBoVが検出され、検出された患  
者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
H80Vは様々な呼吸器感農症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。  

ウイルス感染  
症学会総会・学術  
講演会（200¢年4  

月20－21日）  

タイで2005年11月之8日にトリインフルエンザ菅発病し、12月7日に死1＝し  

た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血焚lまH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育ち卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／maiIand／NK165／05aGG08Sionn0．  
DQ37258ト8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

2008；12：1041－  

Em餅glnft！CtDは  1043  
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種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、H5Nlは重症例  
や死亡例を最も多く発生させている。アジアや、ヨ一口ツ／く、近東、アフ  

リカの一部で発生している家禽や野鳥におけるH5Nl流行に関連して、  
このウイルスに感染したヒトの半数以上が死亡した。H5Nlのヒトーヒト  
感染は報告はあるが、限走されており、非効率的で、持続していない。  
しかしながら、H5Nlウイルスが、ヒトからヒトヘ簡単に拡がるように変化  
しうることを科学者らは懸念している。H5Nlウイルスに対するワクチン  
は現在開発中である。   

CロC2006年6月 30日  
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輯告者名  持田製薬  
一般名   

日本薬局方注射用胎盤性  
性腺刺激ホルモン  

原材料名  ヒト（妊婦）   含有区分  有効成分  原産毘  中国  
感染症沖丁き  出典   

車75回日本感染  

症学会西日本地  

慮要   
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50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、噴、  
かっ疾が続いていた7丁醜女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入院した。かっ痍検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
MyGObacteriummageritenseと同定された。本症例は日本におけるヒト  
の本菌感染症の第一例日である。  

日馬 胎盤  
性性腺刺激  
ホルモン  

2006／08／24  

方会総会 2005年  
11月17－18日  

細菌感染  
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日8止One‖aalsatic8は野生ウサギに菌血症を引き起こすが、フランスで  
74歳の心内膜炎の男性患者から本革が初めて同定された。この患者  
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の噴、心雑音、脾牌、下肢水  
腫などを呈し、大動脈痢と大動脈弁輪周囲の膿痔を有した。患者はウ  
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈  
弁切片のPCRにより同定された。  

JCtinMkrobio1  
2008：44：278－279  
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2004年12月に呼吸困難、意識障音で入院した9ケ月の男児の便からE  
型ボツリヌス毒素とE型ポッリヌス産生性Clost州umbutyricumが検出  
され、木南による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の鯖兵、  
患者自宅の風層排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で  
初めてのC．butyricumによる乳児ボツリヌス症と考えられる。  

仏SR2006：27： 46－48  

ウイルス感染  WHO2008年2月  
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2005年3月28日から2006年2月12日の聞、フランス領レユニオンで1722  
例のテクンケンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年  
3月以降、11万人がテクングンヤウイルスに感染した可能性がある。南  
西インド洋の他の国でも報告があった。チクングンヤは死に至ることは  
希であるが、WHOは調査団を派遣する計画である。  

1一日  
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ウイルス感染  日本におけるヒトポカウイルスくHBoV）検出状況を調査した。2002年相  
月～2003年○月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症  
患者封8例から採取した鼻咽穎スワプより抽出したDNAをPCRし、塩基  
配列を決定した。3柑例中18例（5．乃）でH80Vが検出され、検出された患  
者の年齢lま7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。   

痘学会総会・学術  
講演会（2008年4  
月20－21日）  
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出典   

EmergInfectDi8  
2006；12：1041－  

1043  

概要   

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月一日に死亡し  
た5鏡の少年の血液検体を桐べた。RTl）CRにより、血燕はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、ん／Tha狛nd／NK165／058G¢OSSjonn0．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学約分析を行ったところ、HAは2004N＄Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

CDC2008年6月 30日  種差を超えてヒトに感染するトリインフルエンザのうち、H5Nlは重症例  
や死亡例を最も多く先生させている。アジアや、ヨ一口ツ／く、近東、アフ  
リカの一部で発生している家禽や野鳥におけるH5Nl流行に開逢して、  
このウイルスに感染したヒトの半数以上が死亡した。H5Nlのヒトーヒト  
感染は報告はあるが、限定されており、非効率的で、持続していない。  
しかしながら、H5Nlウイルスが、ヒトからヒトヘ簡単に拡がるように変化  
しうることを科学者らは懸念している。H5Nlウイルスに対するワクチン  
は現在開発中である。  

持田製薬  
日本薬局方 ヘパリンナトリウ  
ム注射液  日馬 ヘパリ ンナトリウム  

ブタ腸粘膜  

三共エー  

ル薬品  
ダルテパリンナトリウム  

血液凝固阻 止剤   
豚小腸  中華人民  

共和国  
有効成分  レンサ球菌感 染  感染症革紐籠  

2008；80（S）：297  

貫80回日本感染  
症学会総会学術  
講演会  

‾ 
正義前前節指ヲ御薗だ繭踊福音ぞ忘㌫ぎ痛■  
畳に勤める5丁慮女性で、発熱、鵠痛、唖吐、幻視等を呈した。血液培兼  
ではグラム陽性梓菌が検出されたが、髄液培養ではグラム染色陰性で  
あった。最終的にブタ連鎖球菌が同定された。未納理の豚肉から感染  
したと考えられ、中国では集団感染が発生したこともあり、感染の危険  
性について隠微が必要と思われる。   
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概要  
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患染痘纏昭  出典   

CDC／MMWR  
Weekly200¢；  

55（14）：398－399  

260盲年5月、ペットのげっ歯類から感染したと思われた共通のドナーか  
ら臓器移植を受けた3例のレシピエントの死亡にLGMVが関与していた。  
同年8月にコネチカット州公衆衛生局はLCMV感染症の最近の発生率、  
LCMVに関する認識の程度、および検査の頻度について病院検査室お  
よび感染症医師の調査を行った。その結果、医師はLCMVを知ってはい  
るが、LCMV検査は頻繁には行われておらず、LCMVを考慮する必要性  
を認識していないようであった。LCMV感染の頻度を嗣べ、ペットの感染  
を監視するためには更に体系的な努力が必要である。  

リンパ性脈  
絡髄膜炎  

英国のCJD患者丁例は1970年から2003年の間にヒト硬膜移植により感  

フェルトヤコブ  
異型クロイツ  病  

AABB Weekly 
Repo止2008；  

12（17）：6  

染していた。JNeuroINeurosurgPsychiatによると、英国CJDサーベイラ  
ンスシステムはCJD症例全てを把握する計画である。英国ではヒトでの  
CJD感染リスクは未知であるが、1973年から2003年の間に同治療を受  
けた患者におけるCJD感染リスクは、オーストラリアでは500例中1例、  
日本では1000例から2000例中1例と概算されている。  

2004年におけるカナダの感染性櫓毒の感染率は10万人中3．5人で、  

1997年の報告と比較して約9倍になった。特に男性での増加が著しく、  
2004年の報告例のほぼ駅粗が男性で、1997年の15倍以上になった。ま  
た男性患者の82痛t30－59歳である。カナダでの性感染症の1位はクラ  
ミジアで2004年には約83000例（10万人中197．1人）が報告され、1拍7  
年より7鍋以上増加した。2位は淋病で、2004年には10万人中28．9人で  
1997年の約2倍であった。  

感染  カナダPublic  
HeaIthAgemyof  
Canada200ti年5  
月5日  

タ→ニヤウイルスはウエストナイル様の脳炎をヒトに起こしうるウイルス  
ProMED20060507  

－0030  
ウイルス感染  

で、ヨ一口ツ／くの蚊、ウサギ、トリの聞で一般的であり、町ここの様な感  
染症に擢患し死亡者が出ている可能性がある。毎年50人程度の美園  
人がウイルス性脳炎で死亡しているが、このうち原因病原体が判明して  
いるのは40％以下である。   

237ページ  



F  

出典   

CDC／MMWR  
2006こ55（SSO4）：  

23－37  

概要   
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米国の2004年におけるマラリア症例は1324例であり、2003年より3朋  マラリア  

増加した。海外でマラリアになった合衆国民間人775例の内、CDCが推  
薦する予防薬を使用した人は20崩しかいなかった。米国内で感染した4  
例中3例は先天的感染によるもので、残り1例は研究室の故によるもの  
であった。あった。  

C型肝炎  JHospInfect  
200¢：63：¢5－69  

使用に衛生的な間趨があった毛細血管血糖測定儀（Roeh¢Diagn08ti¢8  

社製GluGOtrend）を介して、HCV感染者から非感染者への伝播が発生し  
た。同病腕ではこの測定器を購入して以来、抗HCV抗体惧性の糖尿病  
患者20名が入院しており、装置を使用した患者についてレトロスペク  
ティプな桐査を行った。検査を受けた995例中19例が抗HGV腸性であっ  
た。これは通常のフランス人における感染率よりも高かった。  

E型肝炎  

東海道直面蔀モ読惑頑甫漸漸詣∈㈲■  

誌200¢；52：231  とともに、HEVNATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染  
の実態を桐査した。鰯果は、HEV問診lこ該当したのは785名（0．3ち）で、  
その内の1名く0．1％）にHEVRNAが認められた。HEVNATスクリーニング  
陽性者は20名（HEV問診該当者1名を含む）で、陽性卒は1／11．090で  
あった。陳性者の多くはALT他が正常でHEV抗体は陰性であった。道内  
の献血者のHEV RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク  
リーニングはH∈VRNA騰性者の排除には有効ではない。  

清療法研  
化学及血  究所  

乾燥濃縮人血液凝固第Ⅷ因  
子  

血液凝周儒  
Ⅶ因子  

ヒト血液  日本  
有効成分  

蕪●  ／くルポウイル ス  

‾  
莱酋苛菌要義葡獅雨裏了≡ま町筋帯  
ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を吊った。これらの血姥lまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5（こ陽性であった。   

2008／08／30  EmorglnfectDi＄  
2006；12：15卜154  
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感染癒澤哨  肝炎  
出典   

JInfectDis2006；  
193：1089－1097  

非特異的PCR曹行った後、染色体由釆配列を除云することにより、非A－  

E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者69例中17例（24．鍋）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．構）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NVイは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

ウイルス感染  第80回 日本感染  
症学会総会・学術  
講演会  

日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を駒査した。2002年10  
月～2003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症  
患者318例から採取した鼻咽頭スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基  
配列を決定した。318例中18例（5．7％）でHBoVが検出され、検出された点  
者の年齢は7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
H80Vは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。  

ウイルス感染  カナダPubliG  
HealthAgenGyOf  
C引1ada2008年5  
月28日  

‾  
方ヂ殉薫育富者荘裏返硝石苗字夢大京行着苛革汚ずジギ惑蕪辞  
原因と思われる疾患を確屈した。これらの患者はレユニオン島などへ旅  
行し、2月から3月の初めに発症した。ヨーロッパでも柵国有による輸入  
例が報告されている。インド洋南西諸島で2005年3月から2008年4月22  
日までの聞に公式に報告されたテクングンヤ感染例は3877例である  

が、実際には255000例に達すると思われる。インドでは2005年12月以  
来、チクンケンヤウイルスのアウトブレイクが報告され、2008年4月20日  
現在、153324例に達する。カナダ公衆衛生局は旅行者に対し、姐こ刺  
されないように等、注意を呼びかけている。  

持田製薬  
日本薬局方トロンビン  トロンポプラ  

ステン  
ウシ肺  

製造工程  
宥‾‾  蘇‾‾  スウェーデンでBSEが初めて報告された。Va8tm別1land都の1994年3月  

生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熟後に後ろ足の同報で処分された。  
迅速検査で腸性捜すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断  
は国立獣医学研究所と英国の01ERef帥en∽研究価で行われた。危険  
動物の同定と1動こ関する調査はEU法に準じて行われる。   

2006／08／31  BSE  

／Mes8ageS／06030  0IE http：／／州〝W．Oie．int  9SUE．htm  ・＿ユー■■■■－ ジーラン ド、オース トラリア  
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ぬ巣  概要   

200¢年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、各々、寧内初とな  
るBSE疑い例を発表したが、OIEは組織病理学的診断の頼果、8S引ま  
確認されなかったことを報告した。  

Pr（）MED200¢0429  －0030  

持田製薬  
スウェーデンでBSEが初めて報告された。V粥tmanl抑d都の1984年3月  
生まれの食肉用交雑穫雌牛で、乳熱後に後ろ足の憫超で処分された。  
迅速検査で陽性捜すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断  
は国立獣医学研究所と英国のOIERoferon閃研究席で行われた。危険  
動物の同慶と餌lこ関する調査はEU法に準じて行われる。  

日本薬局方トロンビン  
トロンビン  

ウシ血液  OIE  
http：／／YW．Oie．int  

／M¢8閑g8S／06030  

9SUE．htm  

有効成分  

＿＿ユー ジーラン ド、オース トラリア  

2008年2月にクロアチアから、4月にエストニアから、各々、国内初とな  
るBSE疑い例を発表したが、0IEは組織病理学的診断の結果、B＄Eは  
確認されなかったことを報告した。  

ProMED20080428  

－0030  

東菱薬品  
二乗  

ソルコセリル  異型クロイツ  ソルコセリル  幼牛血液抽  
出物  

オーストラ  

リア、  
＿ユ‾  

ジーランド  

有効成分  
200¢／08／31  

200¢；1¢8：1引－  AmJPath01  157  フェルト・ヤコブ  
病  

1型に特異的な新しい抗体を用いてウェスタンプロット法により検討し  
た。その結果、2型だけでなく、1型も少ないが脳内に広く存在することが  
初めて明らかになった。  ヒ軒   

B8托Onモl】aal開ti¢aは野生ウサギに膏血症を引き起こすが、フランスで  
74繰の心内膜炎の男性患者から本菌が初めて同定された。この患者  
は3週間の発熱で入院し、弛碓熱、喀血性の噴、心雑音、絆腫、下肢水  
腫などを呈し、大動脈癌と大動脈備輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ  
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈  
弁切片のPCRにより同定された。  

細菌感染  JClh Mi¢rObi01  

200¢；44：278－2「柑  
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概葺  

‾  
所≡ラモ謹じ芥貢柵抒綱甫  
い。官畜から単離されたレプトスピラを血清学的および分子学的に同定  
を行ったところ、RMlとコードされた単機体は、セログループ  
IcterohaernorThagiaeのLkirschneri種の新しい変異型であり、SQkoineと  
名づけられた。  

出典  

lnt．」．Syst．Ev0l．  

Mi¢rObi012006：  

56：593－597  

東菱薬品 工業  
ス篭識汚二百叫‾…‾‾‾‾  ヘモコアゲ  

ラーゼ  

蛇毒  
ブラジル  

有効成分  
2006／08／31  
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